
施

   □ その他
今後

策

の方向性 □ 縮小　□

名

 改善 備を行う。
（改

生

善措置等）□ 休止　

活

□ 終了
計画対象 □ 

排

実施計画査定対象  

水

□ 行政改革対象 
□

基

 廃止　　　　 

※決

本

算額については、端数

目

処理により、他資料の

標

決算額と差異が生じて

安

いる場合もあります。

全・安心に暮らせるまち

No. 事務事

要

業名 活動内容 コスト（

施

事業費：千円）

公共下

策

水道施設の維持管理 令

の

和　２年度 令和　３年

目

度 令和　３年度 令和　

的

４年度 令和　２年度 令

生

和　３年度 令和　３年

活

度 令和　４年度
活動指

排

標名 単位
実績 計画 実績

水

計画 決算 当初予算 決算

処

当初予算
全体事業概要

理

①
改築工事の件数 件 6

に

4 6
管きょ、終末処理

よ

場、ポンプ場施設の定

る

期的な点検、
改築、修

河

繕を行うとともに、施

川

設の長寿命化、耐震化

の

0 0 0 0
を効果的かつ

水

効率的に行っていく。

質

②

令和　５年度の優先

保

度

③2 　□ Ａ　　　

全

 □ Ｂ　　　 □ 

を

Ｃ　　　 □ Ｄ　

施

図

設の長寿命化のために

り

改築工事を実施したが

、

、内容の見直しが必要

安

となったものに関して

全

は、次年度に実施す
■

で

 計画どおり   
令

快

和　３年度 ることとし

適

た。
□ 遅延    

な

     
の評価

□ 

生

進展なし     

■

活

 維持　□ 拡大 管き

環

ょ、終末処理場、ポン

境

プ場施設の定期的な点

を

検、改築、修繕を行う

確

とともに、施設の長寿

保

命化、耐震化を効
事業

す

区分 □ 自治事務  

る

 □ 法定受託   

こ

□ その他
今後の方向

と

性 □ 縮小　□ 改善

。

果的かつ効率的に行っ

施

ていく。
（改善措置等

策

）□ 休止　□ 終了

の

計画対象 □ 実施計画

方

査定対象  □ 行政

向

改革対象 
□ 廃止　

公

　　　 

共下水道の整備

「三島市公共下水道事業計画」に基づき、公共下水道の計画的な整備を進めた。施設の長寿命化のために改築工事については、内容の見直しが必要となったものに関し
■ 計画どおり   

令和　３年度 ては、次年度に実施することとした。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 「三島市公共下水道事業計画」に基づき、公共下水道の計画的な整備を進めるとともに、未整備地区の下水道整備を行う。また、三島市下水道個別施設計画に基づき、

今後の方向性 □ 拡大　　　　 管きょ、終末処理場、ポンプ場施設の定期的な点検、改築、修繕を行うとともに、施設の長寿命化、耐震化を効果的かつ効率的に行っていく。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

1 頁

令和 3年度

No.

　

事務事業名 活動内容 コ

　

スト（事業費：千円）

事

公共下水道事業の推進

務

令和　２年度 令和　３

事

年度 令和　３年度 令和

業

　４年度 令和　２年度

評

令和　３年度 令和　３

価

年度 令和　４年度
活動

表

指標名 単位
実績 計画 実

（

績 計画 決算 当初予算 決

個

算 当初予算
全体事業概

票

要
①

下水道普及率 ％ 8

）

5.3 84.7 85.

課

2
「三島市公共下水道

名

事業計画」に基づき、

都

各地区の公
共下水道の

市

計画的な整備を進める

基

とともに、未整備地 0

盤

0 0 0
区の下水道整備

部

を行う。
②

令和　５年

下

度の優先度

③1 　□ 

水

Ａ　　　 □ Ｂ　　

道

　 □ Ｃ　　　 □

課

 Ｄ　

「三島市公共下

作

水道事業計画」に基づ

成

き、公共下水道の計画

日

的な整備を進めた。
■

令

 計画どおり   
令

和

和　３年度
□ 遅延 

　

        
の評

４

価
□ 進展なし   

年

  

■ 維持　□ 拡

　

大 「三島市公共下水道

８

事業計画」に基づき、

月

公共下水道の計画的な

　

整備を進めるとともに

５

、未整備地区の下水道

日

整
事業区分 □ 自治事

概

務   □ 法定受託


